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見えなくても通じる気持ち
　７月１５日（金）「朗読ボランティア来夢・
リスナー交流会」を開催しました。
　普段は広報や新聞、小説などを朗読した
CD の送付で繋がっているボランティアと
視覚障がい者のリスナーが対面で交流する
のは、３年ぶりでした。
　参加者は、レクリエーションを楽しんだ
り、お互いの近況などを話して久しぶりの
再会を楽しんでいました。
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

　「少子高齢化や過疎化、空き家問題など、地域に
課題は色々ありますが、この居場所が人とのつなが
りや地域が活性化するきっかけになればと思いま
す」と門田さんは居場所の今後について話してくれ
ました。この居場所は６月に開設
したばかりですが、地域の方や観
光客だけでなく、市外の団体の利
用もあるそうです。
　空き家や場所を活用すること
で、地域外にもつながりが広がっ
ていきそうですね。

▲坂越ふるさと海岸広場に面した、素敵な佇まい

「人が自然と集まる居場所に！」
　「地域に、地元の人や観光
客がくつろげる場所がなかっ
たんです」と、開設のきっか
けを語ってくれた門田さん。
　名前は『YOU（あなた）』
という意味もあり、昔の縁側
のように自然と人がつながる
場所になってほしいという思
いが込められています。

▲開設時間内であれば自由に利用できる裏庭

門
もん
田
だ
　守弘さん

特集
新しい居場所のカタチ

　コロナ禍で地域活動が中止になった際、何気なく皆で話したり集まっていたことが、認知症の予防や孤独
感の解消、安否確認、そして自分自身の健康につながっていたことに気付き、居場所の必要性を実感した方
もいるのではないでしょうか。厚生労働省から屋内外でのマスク着用については緩和されましたが、一方で
新型コロナウイルスの感染者は再び増加傾向となっています。（令和４年７月末現在）
　そんな中、居場所の開催について下記のような悩みを抱えていませんか？

　今回は、集会所などの公的な場所だけでなく、自宅や空き家などを利用して開設されている２カ所の居場
所についてご紹介します。安心して集える今後の居場所づくりのヒントにしていただければと思います。

地域の空き家・場所を活用する地域の空き家・場所を活用する

「くつろぎの縁側“優（ゆう）・優（ゆう）”」　（坂越）

始めたいけど
  場所がない・・・

集まりたいけど
 コロナが心配・・・
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

　時には『知り合いの知り合いの方』が来ているこ
ともあるそう。また、忙しい日々を過ごす中で、訪
れた方から元気をもらっているという浮田さん。
　「自分の大好きな花を見て喜んでくださる方がい
るから、元気でいられると思っています。もっとた
くさんの方に見て楽しんでもらいたいです。おすす
めの時期は、２～４月のクリスマスローズ、バラが
咲く５月です」と笑顔で教えてくれました。
　自分の好きなものや身近な場
所を利用した居場所なら無理な
く楽しく続けられそうですね。

▲多種多様な花や木が植えられている浮田さん宅の庭

「来てくださる方が元気の源！」
　ご近所の方に「庭の花に
癒された」と言われたこと
と、元々花が好きだったこと
がオープンガーデンを始めた
きっかけという浮田さん。
　今ではご近所さんだけでな
く、通りがかった方や訪れた
方のちょっとした憩いの場に
もなっています。

▲綺麗な花に囲まれて、文字通り話に花が咲きます

浮田　和子さん

自宅の庭を活用する自宅の庭を活用する

「浮田さん宅のオープンガーデン」　（新田）

　今回ご紹介した２カ所の居場所のように、工夫次第でさまざまな形の居場所を開設する
ことができます。社会福祉協議会では、感染対策をしながらコロナでつながりを切らさず、
楽しく居場所が開催できるよう、皆さんの居場所づくりや運営を応援しています！
　ぜひお気軽にお声がけやご相談ください。
　今後も地域の居場所についてご紹介していきたいと思います！

DATA①
「くつろぎの縁側“優・優”」

開設場所
  赤穂市坂越2200（坂越ふるさと海岸近く）

開設日時
  木～日曜日　午前10時～午後４時

問合せ先
  090-2594-1480（門田 守弘さん）

DATA②
「浮田さん宅のオープンガーデン」

開設場所
  赤穂市新田４（ホンダカーズ赤穂店隣）

開設日時
  不定休　午前９時～午後４時

問合せ先
  45-1616（浮田 和子さん）
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

Q.�障がいや病気があっても、働きたいです。
利用できるサービスはありますか？

🅐  障害福祉サービスには、働きたいけれど障がいや病気のために働くことが
難しい方を支援するサービスがあります。

就労を支援するサービスには①「就労継続支援（A型・B型）」②「就労移行支援」③「就労定着支援」が
あります。
　①就労継続支援： 一般企業等での就労が困難な方に働く機会を提供すると共に、生産活動やその他の活

動の機会を提供し、働くための知識や能力向上のために必要な訓練を行います。
　　（A型）雇用契約に基づく就労が可能な方を対象（雇用型）。最低賃金が保障されます。
　　（B型）雇用契約に基づく就労が困難な方を対象（非雇用型）。工賃が支払われます。
　②就労移行支援：一般企業等への就労に向けて、必要な知識や能力向上のための訓練を行います。
　③就労定着支援：一般就労した方が就労に伴う生活面の課題に対応するための支援を行います。
　それぞれ、支援の目的と対象者が違います。また、今回紹介したほかにも就労に関する支援はあります。
　相談支援専門員または下記までご相談ください。

　　　　�　　　　�障障害害福祉サービス福祉サービス教えて !

問合せ先：赤穂市社会福祉課障がい福祉係　☎ 43-6833　FAX45-3396　E-mail:shougai@city.ako.lg.jp

各種助成事業の助成団体が決定しました各種助成事業の助成団体が決定しました！！！！
　広報やホームページ等を通じて募集したところ、「三世代交流事業」、「地
域のつながりづくり応援事業」ともに３団体の応募があり、７月20日（水）
の審査会にて審査した結果、下記のとおり助成が決定しました。　
　内容などは、あこう社協だよりで随時紹介していきます。

団体名 交流内容 助成決定額

はりま台自治会 三世代交流夏まつり ３0,000円

いこいのひろば
“ たかお ”

三世代交流　夏のつどい
“ まるごと夏、夏を楽しもう！ ” ３0,000円

小島自治会 三世代ふれあい夏祭り ２0,000円

団体名 申請内容 助成決定額

西町自治会 健康づくり、防犯・災害対策等の
研修実施に係るマイク設備購入費用 ５0,000円

千鳥自治会 地域住民が集う居場所
に係るテーブル購入費用 ５0,000円

三世代交流事業とは？
　市内に活動の基盤を有する５人
以上で構成する団体などが、三世
代交流を推進する目的で、自主・
自発的に新たな行事を行う際に
３万円を上限として、助成金を交
付します。（交付決定には審査あり）
※令和４年度最終締切日
　８月31日（水）午後５時まで

地域のつながりづくり
応援事業とは？

　地域住民同士のつながりづくり
や助けあいについて自主的・継続
的に新たな活動に関する機材・備
品購入費などに対して5万円を上限
として、助成金を交付します。（交
付決定には審査あり）
※今年度の募集は終了しました。

三世代交流事業 ( ２回目締切分 )

地域のつながりづくり応援事業
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

あこう福祉ニュース
まち発見！

彩りの中でしあわせ願う２日間
　７月２日（土）・３日（日）の２日間、福祉会館２階
において「貸衣裳展示会」を開催しました。
　成人式の振袖、卒業式の小振袖・袴などを展示し、
約150名のお客様にご来館いただきました。ありがと
うございました。
　貸衣裳事業の収益金は地域福祉を高めるための貴重
な財源となっています。

知ることが誰かの助けになる
　７月９日・１６日・２３日（土）、「第３７回市民福祉
講座」を開催し、述べ１２３名が聴講しました。全３回
を通して、本当の豊かさやインターネット・ゲーム依存、
LGBT等近年の課題について学びました。参加者から
は、「あまり考えたことがないテーマだったが、色々な
生き方があることを再認識した」と、新たな知識を得
る機会になりました。

みんなでつくる「赤穂の福祉」
　赤穂市社協では、令和４年度で現計画が期間満了に
なることから、令和５年度からの５か年計画である、
第３次地域福祉推進計画を今年度策定します。その第
１回目の委員会を７月11日（月）に開催しました。12
名の策定委員を中心に、地域の皆さまの意見を反映し、
身近に感じ、生かしていけるような計画にしていきた
いと思います！

つながりを切らさないために
　７月２８日（木）、「ふれあい・いきいきサロン実践
者交流会」を開催し、１２サロン２１名が参加しました。
会ではグループに分かれ、それぞれの現況や課題につ
いて意見を出し合い、共有しました。
　長引くコロナ禍ですが、地域のつながり維持に取り
組んでいきます。

『あこう福祉ニュース』に
ご協力ください !!
　市内の地域や団体で、「こんな行事（取り組み）
をするよ」などの情報を、ぜひ社協まで
ご連絡ください。取材に行かせて
いただきます。
●問合せ・ご連絡は下記まで
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444

　本講座の全日程（５日間）を修了された方に、修了証を交付します。修了証は、兵庫県内のみ有効で、生活支援訪問サー
ビスに従事する際に必要となります。
　実際にサービス従事者として業務を行うには、本講座の修了証を取得したうえで、事業所に雇用される必要があります。

生活支援サポーター養成講座令和4年度

　高齢者の生活に寄り添い、日々の暮らしのちょっとし
た困りごとを支援し、暮らしの応援者になっていただく
ため、必要な基礎知識を学ぶ講座です。
　「住み慣れた地域で自分らしく暮らしたい・・・」
　そんな思いを支える暮らしのお手伝いを一緒にしま
せんか。

●場　　所：総合福祉会館　２階研修室
●対　　象：高齢者の生活支援、地域での助けあい・
　　　　　　支えあい活動に関心のある市民の方
　　　　　　25 名程度（先着順）
●受　講　料：無料
●申込締切：９月９日（金）
●問合せ・申込先：赤穂市地域包括支援センター
　　　　　　　　　（赤穂市総合福祉会館内）
　　　　　　　　　TEL 42‒1201　FAX 42‒1260
　　　　　　　　　電話または FAX で申込ください

全５回

日　時

［1日目］
9月14日（水）

午後1時30分～4時30分

［3日目］
９月28日（水）

午後1時30分～4時40分

［2日目］
９月21日（水）

午後1時30分～4時40分

［4日目］
10月5日（水）

午後1時30分～4時10分

［5日目］
10月12日（水）

午後1時30分～4時30分

講義内容

・オリエンテーション
・職務の理解
・老化や疾病について

の理解と介護予防
・高齢者等の尊厳の保持
・本人や家族とのコミュニケー

ション
・制度理解
・チームケア
・自立支援の理論と実践
・各活動団体紹介
・修了式

■日　時　９月７日（水）
　　　　　午後１時30分～４時
■場　所　総合福祉会館３階集会室
■対　象　 ひきこもりについて関心のある方50名
　　　　　（市民優先）
■参加費　無料（事前に申し込みが必要です）
■内　容
　第１部　基調講演
　　神戸市看護大学 教授　船越　明子 氏
　第２部　パネルディスカッション
　　コーディネーター：船越　明子 氏
　　登壇者：
　　　NPO法人陽だまりの会  代表　松井　勝也 氏
　　　ひきこもり当事者
　　　認定NPO法人コムサロン21
　　　　　　　　　　　副理事長　谷口　慎一郎 氏
　　　赤穂市役所　社会福祉課相談窓口「え～る」相談員
　　　赤穂市社会福祉協議会  ひきこもり支援事業担当者
■�申　込　 ８月31日（水）
　　　　　下記までご連絡ください。

ひきこもり啓発フォーラム
～家族の想い、当事者のホンネ～

　視覚に障がいのある方や目が見えにくく
なった方が情報を得る方法の一つが「点字」
です。
　広報や交通機関の時刻表、カレンダーなど
の文字を点字に変換する「点訳」について、
一緒に学んでみませんか。
◆日　時　９月７日（水）～ 10月５日（水）
　　　　　毎週水曜日　全５回
　　　　　午前10時から正午
◆場　所　総合福祉会館 ２階技能習得室（２）
◆講　師　赤穂点灯会
　　　　　（点訳ボランティア
　　　　　 グループ）
◆参加費　無料
　　　　　（※テキスト代
　　　　　　　別途590円必要）
◆定　員　10名（市民優先）
◆申　込　８月24日（水）
　　　　　下記までご連絡
　　　　　ください。

初級点字講座

基本からじっくり
学べて初めての方
でも安心です
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（問合せ先）社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　電話 0791-42-1397　　FAX 0791-45-2444 E-mail  ako-shakyo@ako-shakyo.jp　　　〒 678-0232 赤穂市中広 267 番地

【一般相談】　8月24日（水）　9月7日（水）
【弁護士相談】（要予約）8月17日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
　　　　　　8月24日（水）　9月7日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
※相談は無料です。

問合せは、下記までご連絡ください。

心配ごと相談所のご案内心配ごと相談所のご案内
（８月17日～９月７日まで）

ひきこもり家族のつどい
　外出しづらくひきこもり状態にある方の家族を
対象に、つどいを開催します。
　日々の思いや疑問、不安など何でも大丈夫です。
　ぜひこの機会に、一緒にお話しませんか。
◆日　　時：８月25日（木）
　　　　　　午後１時～４時
◆場　　所：みんなのいえ（赤穂市塩屋656-17）
◆対　　象：ひきこもり状態にある方の家族
◆参　加　費：無料
◆問合せ先：下記までお問合せください。

申込不要時間内
出入り自由

“ 福祉作文 ”�募集します！
　福祉に対する理解や認識を深めていただくため、

『身近な福祉問題や活動』をテーマにした作文を募集
します。

◆応募資格◆
　市内在住の人または市内に通勤・通学する人
◆応募方法◆
　 応募作品に「題名、氏名（ふりがな）、住所、職業
（学校名）、年齢、電話番号」を記入し、400字詰原
稿用紙（20×20マス、A ４サイズのみ）３枚以上
５枚以内に濃くはっきりと書いて原本を提出してく
ださい。

　（応募作品は未発表のものに限ります。返却いたしません。）
　（応募者全員に参加賞があります。）
◆応募締切◆
　９月９日（金）社協まで持参または郵送
◎�入賞者は、12月の「障がい者週間　ともに考える
市民のつどい」の席上にて表彰する予定です。（佳
作は除く）（コロナウイルスの感染状況により、中
止または変更になる場合があります。）

●委任預託　 〈敬称略〉

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

真 殿 室井　秀俊 50,000 亡母満中陰志

中 広 善意の募金箱 120 貸衣裳展示会にて  善意に

加里屋中洲 匿　名 5,000 車椅子借用御礼

中 広 匿　名 5,000 車椅子借用御礼

尾 崎 匿　名 10,000 福祉のために

赤穂市介護支援専門員連絡協議会 137,509 解散に伴う繰越金の寄付

東 浜 町 二宮　紀秀 1,000 福祉のために

－ 匿　名 20,000 福祉のために

加 里 屋 匿　名 5,000 亡母誕生日によせて

有年横尾 かぶーん  うね 10,000 売上金の一部を
◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

あなたのやさしさを善意の窓口へ――― 赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん預託状況（7月1日～7月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

●法人会費 5,000円　●個人会費 2,000円　●一般会費 500円

賛助会費賛助会費ありがとうございましたありがとうございました （敬称略）
【個人】　　田淵　弘子　　原田　敏昭　　寺内　一成　　大田　正之　　桐谷　光義　　起塚　史章
　　　　　横山　博好　　室井富久代　　大田みゆき　　横山　和弘　　濱田　久昭　　濱田　一恵
　　　　　松田　利一　　岡田　　勲　　酒谷　明良　　岡本知佐子　　望月　博子　　矢野� 英樹
　　　　　中村　文代　　濱田　　学� 匿名２名
【法人】　　是兼モータース㈱　　頓田助産所　　スイーツ＋カフェプリエール　　㈲鹿久居荘
　　　　　㈱デイリーエッグ　　㈱目木組　　㈲矢野防水工業　　田中花店　　㈲寺田薬局
　　　　　㈱神戸新聞赤穂専売所　　大島農機㈱　　㈲クリーン＆リサイクルAWAI
　　　　　茶谷歯科医院� 赤穂精華園　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名１件

福祉の拠点をみんなで支えてください。
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ご意見・問合せは

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　
〒678-0232 赤穂市中広267番地
電話 0791-42-1397　FAX 0791-45-2444
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp

検索赤 穂 市 社 協

■ 編集後記 ■ 

　「暑い日に山に登るのって余計暑いんちゃう？」と聞かれることがありますが、登る山によります。私は暑
い時期には、木陰が多く川や滝のある山に登るようにしています。先日高原の山に登った際は、気温 16℃で
快適でした。しかし前述のような山には、今の時期ヤマビルやアブ、マダニの危険があります。エアコンの
効いた部屋が一番快適だと思いつつも、下山後の一杯の美味しさには勝てません。 （川）

と

ち

い
い
話

◎
〝
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他

人
〞
と
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。

　
先
日
、
白
内
障
の
手
術
を
し
ま

し
た
。
主
人
の
食
事
は
ど
う
し
よ

う
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
手

術
前
日
に
は
市
内
の
友
人
が
夕
食

を
、
当
日
に
は
近
所
の
友
人
が
二

人
分
の
昼
食
と
夕
食
を
持
っ
て
来

て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

た
く
、
温
か
い
思
い
や
り
に
感
謝

し
ま
し
た
。

　
近
く
の
他
人
と
の
き
ず
な
を
改

め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
出
来
事

で
し
た
。

（
あ
ー
ち
ゃ
ん
）

（
応
募
方
法
）氏
名（
ペ
ン
ネ
ー

ム
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、持
参
・
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。２
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

『
ち
ょっ
と
い
い
話
』募
集

ホームページ
公式SNSも
ご覧ください！

音声版をホームページに掲載しています。
ぜひお聞きください！（ ）

田辺　尚也さん（加里屋）

「思いをつなぐ商店街に」
 

No.42
　今回は、「土曜夜店」を３年ぶりに開催した、花岳寺通商店街の会長、
田辺さんにお話を伺いました。

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
元々「土曜夜店」には９０年以上の歴史があります。令和２・３年とコロナ
で中止としましたが、状況が落ち着いてきたこと、徐々に普通の生活に戻っ
て来たこと、またお客さんから再開を求める声もあり、「子どもたちに昔自
分が楽しんだ土曜夜店を経験させてあげたい」と、開催することにしました。

Ａ．

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
当日は道路が人で埋め尽くされるほどたくさんの方に来ていただいて、会場
のあちこちで子どもたちの笑顔が見られ、お客さんにも喜ばれたことです。
また、準備や当日の出店など、商店街のお店同士で協力して開催することで
横のつながりも強くなりました。ぎりぎりまで開催するか悩みましたが、やっ
て良かったなと思います。

Ａ．

Ｑ．これからの目標は？
商店街の店主の企画から始まった手作りの「土曜夜店」を長く続けていけ
るようにしたいです。まずは節目の１００年を目指します。
また、今回商店街の先輩や他地区の商店街の方にも協力をいただいて開催
することができました。人とのつながりを大切に、次世代の子どもたちへ
思いをつないでいきたいです。

Ａ．


